
第 37 回　腫瘍病理セミナー
（北信がんプロ FD講演会）

日時：2019 年７月 25 日（木）18時から　
金沢医科大学　基礎研究棟３階大学院セミナー室
北信がんプロ e-learning 講義対象の演習です。
　( 連携機関に同時配信されます）

染色体末端領域テロメア・サブテロメアから
生命の基本原理を探る
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　DNAの変異が蓄積するとがんになることが知られています。
遺伝情報の担い手であるDNAと様々な蛋白質が結合して染色体
という構造体が形成されます。線状の染色体の末端にはテロメア
と呼ばれるドメインがあり、染色体の維持や細胞寿命の制御など、
生命維持に必須の役割を果たしていることが知られています。
　また、テロメアに隣接してサブテロメアと呼ばれるドメインが
あります。サブテロメアはヒトの様々な疾患と関連があり、最近
注目されつつあります。
　本セミナーでは、テロメアやサブテロメアに関する我々の研究
成果を紹介します。
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